






要約:近年、本邦での肥満児の増加が指摘され、将来の動脈硬化などの成人病への進展が

危倶されている。肥満が健康に及ぼす悪影響の中で、人間の生涯を通じての不利益として、

体脂肪蓄積過剰状態があげられる。一般に、肥満の度合を表現する方法として肥満度が汎

用されているが、この肥満度が体脂肪の蓄積とどのように関連しているかを知るために、

肥満度とインピーダンス法による体脂肪率との相関を検討した。その結果、女児では小学

生から高校生まで、すべての年齢層で両者は極めて高い相関を示し、肥満度をもって脂肪

量の多寡を推察してよいが、男児では両者の相関は低く、脂肪蓄積の度合を知るためには、

体脂肪率の測定が必要であることが示唆された。


